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請
願
・
陳
情
審
査

意

見

書

管
外
視
察
報
告

先
ご
ろ
行
っ
た
各
委
員
会
の
管

外
視
察
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

ふるさと館のしめ縄づくり教室の様子

【
質
問
】
市
民
会
館
建
設
及
び
飯
山
城

跡
の
整
備
に
つ
い
て
、
同
じ
に
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

【
市
長
】
飯
山
城
は
新
幹
線
開
業
後
の

市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
整
備
を
進
め
る
。

周
辺
の
駐
車
場
、
案
内
板
等
の
整
備
も

行
う
。
市
民
会
館
建
設
も
、
併
せ
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

【
教
育
委
員
長
】
市
民
に
と
っ
て
大
切

な
資
産
で
あ
る
城
跡
整
備
を
今
後
関
係

部
署
と
連
携
し
て
進
め
て
い
く
。

◇
教
育
行
政
に
つ
い
て

【
質
問
】
ふ
る
さ
と
学
習
に
つ
い
て
、
子

ど
も
達
の
ふ
る
さ
と
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
し
た
が
、
市
の
木
・
花
・
蝶

等
あ
ま
り
浸
透
し
て
い
な
い
。
も
う
少

し
自
然
、
芸
術
、
文
化
の
素
晴
ら
し
さ

を
学
習
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

【
教
育
長
】ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
聞
き
、

定
着
し
て
な
い
と
思
う
。
学
校
と
地
域

が
密
着
に
連
携
を
と
っ
て
い
く
。

◇
教
育
現
場
に
つ
い
て

【
質
問
】
地
域
を
知
り
、
地
域
を
愛
す

る
地
元
出
身
の
校
長
、
教
師
の
割
合
は
。

ま
た
、
副
読
本
の
利
活
用
は
ど
う
か
。

地
域
活
性
化
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

に
校
長
、
教
師
が
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

【
教
育
長
】
10
学
校
中
7
名
は
地
元
校

長
先
生
、
一
般
教
職
員
は
50
パ
ー
セ
ン

ト
く
ら
い
で
あ
る
。
副
読
本
は
飯
山
市
、

中
野
市
の
み
。
学
芸
員
・
ふ
る
さ
と
館

と
連
携
し
、
ふ
る
さ
と
教
育
等
を
指
導

し
て
い
く
。

◇
請
願
第
１
号
　

　「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅

　
持
」
を
求
め
る
請
願
　

◇
請
願
第
２
号

　
30
人
規
模
学
級
の
早
期
実
現
や
複

　
式
学
級
の
編
制
基
準
の
改
善
、
教

　
職
員
定
数
増
を
求
め
る
意
見
書
提

　
出
に
関
す
る
請
願
　
　
　
　
　

◇
請
願
第
３
号
　

　
長
野
県
独
自
の
30
人
規
模
学
級
の

　
中
学
校
全
学
年
へ
の
早
期
拡
大
と

　
複
式
学
級
の
解
消
、
県
独
自
に
教

　
職
員
配
置
増
を
求
め
る
意
見
書
提

　
出
に
関
す
る
請
願
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　《
趣
旨
採
択
》

　

請
願
者　

　
　

飯
山
市
教
職
員
組
合

　
　
　
　

代
表
者　
　

藤
田　

茂
樹

◇
陳
情
第
７
号

　
長
野
県
地
方
税
共
同
化
に
関
し
県

　
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
求

　
め
る
陳
情
　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　  

　《
不
採
択
》

　
陳
情
者

　
　

長
野
県
商
工
団
体
連
合
会
内

　
　

長
野
県
税
金
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

　
　
　
　

代
表
委
員　

毛
利　

正
道

◇
陳
情
第
８
号

　
安
心
し
て
住
め
る
「
悠
久
の
ふ
る
さ

　
と
木
島
」
を
め
ざ
す
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　  《
不
採
択
》

　

陳
情
者

　
　

木
島
地
区
区
長
会

　
　
　
　

区
長
会
長　

手
塚　

元
彦

◇
陳
情
第
９
号

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
の
公
費
助
成
を
求
め
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　《
継
続
審
査
》

　

陳
情
者

　
　

新
日
本
婦
人
の
会　

飯
山
支
部

　
　
　
　
　
　

代
表　

常
田　

綾
子

◇
意
見
書
第
２
号

　
千
曲
川
総
合
治
水
対
策
の
推
進
に

　
関
す
る
意
見
書
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　《
可
　
決
》

※
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関

　

へ
送
付
し
ま
し
た
。

 
回
遊
性
の
あ
る

　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

石狩市役所にて

望月弘幸議員

諮
　
　
　
　 

　
問

◇
諮
問
第
１
号

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

　
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
小
林
　
友
子
　
氏

　
　
　
　
　　
　
《
適
任
と
認
め
る
》

◇
集
落
に
つ
い
て

【
質
問
】
限
界
集
落
お
よ
び
市
職
員
が
い

な
い
集
落
は
い
く
つ
か
。
市
職
員
が
き

め
細
か
く
地
域
に
入
り
、
支
援
担
当
者

と
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

【
答
弁
】
限
界
集
落
は
６
集
落
、
市
職
員

の
い
な
い
集
落
は
49
集
落
。
活
性
化
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
今
後
進
め
て
い
く
。

　
総
務
委
員
会

　
　
　
　
委
員
長　
小
林　
喜
美
治

　
　
平
成
22
年
５
月
10
日
～
12
日

　
　
北
海
道　
石
狩
市
・
歌
志
内
市
・

　
　
　
　
　
　
沼
田
町

◎
石
狩
市

　

石
狩
市
の
「
市
民
の
声
を
活
か
す
条

例
」
に
つ
い
て
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

　
地
方
分
権
の
時
代
を
迎
え
、
地
方
自
治

の
主
体
で
あ
る
「
市
民
」
が
持
つ
知
識
や

経
験
、
あ
る
い
は
日
々
の
生
活
の
中
で
市

民
が
感
じ
る
「
思
い
」
な
ど
を
、
市
の
活

動
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
条
例
は
、
市
民
が
持
つ
知
識
な

ど
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
だ
け

に
留
ま
ら
ず
、
地
域
に
対
す
る
市
民
の

関
心
を
高
め
、
よ
り
良
い
、
よ
り
豊
か

な
石
狩
市
の
姿
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
に

つ
い
て
市
民
と
市
が
と
も
に
考
え
、
そ
の

実
現
の
た
め
に
協
働
す
る
よ
う
な
関
係

で
結
ば
れ
た
ま
ち
、
さ
ら
に
は
市
民
と

市
役
所
が
役
割
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら

と
も
に
地
域
を
治
め
る
＝
「
共
治
」
の

ま
ち
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
つ
な
げ
て

い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

審
議
会
に
は
女
性
も
公
募
し
、
広
く

意
見
形
成
を
し
て
お
り
、
市
民
参
加
の

取
り
組
み
が
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

◎
歌
志
内
市

　

財
政
再
建
に
取
り
組
む
歌
志
内
市
の

財
政
健
全
化
計
画
に
つ
い
て
視
察
し
て

き
ま
し
た
。

　

現
在
の
歌
志
内
市
は
、
日
本
国
内
で

一
番
小
さ
な
市
で
す
。
平
成
７
年
、
唯
一

の
基
幹
産
業
で
あ
っ
た
空
知
炭
鉱
が
閉

山
と
な
り
財
政
基
盤
が
崩
壊
し
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
の
決
算
で
は
、
空
知
産

炭
地
域
総
合
発
展
基
金
か
ら
の
不
適
切

な
長
期
借
入
金
の
一
括
返
済
に
伴
い
大

幅
な
収
入
不
足
と
な
り
、
厳
し
い
財
政

事
情
に
陥
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
任

意
で
す
が
18
年
か
ら
23
年
ま
で
財
政
健

全
化
計
画
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
目
標

は
23
年
度
で
し
た
が
、
19
年
度
決
算

で
、
黒
字
化
の
目
標
を
達
成
し
、
20
年

度
で
は
基
金
を
積
み
戻
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
市
民
の
財
産
と
生
命
を
守
る

た
め
住
民
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
堅
持
、
職

員
数
の
削
減
と
行
政
機
構
の
ス
リ
ム
化
、

税
等
の
徴
収
強
化
、
直
営
事
業
の
見
直

し
、
公
共
施
設
の
民
営
化
、
適
正
な
受

益
者
負
担
、
遊
休
地
・
遊
休
施
設
等
資

産
の
売
却
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
は
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

地
場
産
業
が
な
い
た
め
苦
し
い
財
政
運

営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
規
模
自

治
体
に
お
け
る
財
政
健
全
化
の
取
り
組

み
が
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

歌志内市役所にて

　

沼
田
喜
一
議
員
、
小
林
洋
之
議
員
、

望
月
弘
幸
議
員
は
、
在
職
15
年
の
議
員

活
動
な
ど
に
対
し
、
４
月
28
日
に
北
信

越
市
議
会
議
長
会
、
５
月
26
日
に
全
国

市
議
会
議
長
会
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
６
月
定
例
会
の
開
会
に
先

立
ち
、
議
長
よ
り
表
彰
状
の
伝
達
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
佐
藤
正
夫
議
長
が
全
国
市
議
会

議
長
会
の
評
議
員
を
務
め
た
こ
と
に
対
し

感
謝
状
を
受
け
た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

左から　沼田喜一議員、望月弘幸議員、
佐藤正夫議長、小林洋之議員

◎
沼
田
町

　

北
海
道
庁
の
推
薦
を
受
け
て
、
沼
田

町
の
過
疎
対
策
と
地
域
活
性
化
に
つ
い

て
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

　

沼
田
町
は
歌
志
内
市
と
同
様
に
炭
鉱

閉
山
後
、
人
口
激
減
、
財
政
悪
化
の
道

を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。
北
海
道
で
も
有

数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
農
業
を
基
幹

産
業
と
す
る
沼
田
町
で
は
雪
を
地
域
資

源
の
１
つ
と
し
て
捉
え
、
農
産
物
の
貯

蔵
を
始
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
活

用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
衛
隊
の
誘
致
、
あ
ん
ど
ん

祭
の
導
入
、
地
場
産
業
を
中
心
に
他
と

の
差
別
化
を
は
か
っ
て
い
ま
し
た
。
自
衛

隊
弾
薬
隊
の
着
隊
、
灯
籠
祭
の
実
施
、

勤
続
15
年
表
彰
・

感
謝
状
の
伝
達


